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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本冷凍空調工業会（JRAIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS B 8615-3:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 8615 の規格群（エアコンディショナ）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 8615-1 第 1 部：直吹き形エアコンディショナ及びヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験

法 

JIS B 8615-2 第 2 部：ダクト接続形エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及

び運転性能試験方法 

JIS B 8615-3 第 3 部：マルチ形エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及び運

転性能試験方法 

 

 

  



 

B 8615-3：2024 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

白   紙 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 B 8615-3：2024 

エアコンディショナ－ 

第 3 部：マルチ形エアコンディショナ及び 

空気対空気ヒートポンプ－ 

定格性能及び運転性能試験方法 

Multiple split-system air-conditioners and air-to-air heat pumps- 

Testing and rating for performance 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行した ISO 15042 及び 2020 年に発行された Amendment1 を基と

し，我が国の事情を考慮して技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。ただし，追補

（Amendment1）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で，箇条番号及び細分箇条番号の後に“A”から始まるラテン文字の大文字を付記した箇

条及び細分箇条は，対応国際規格にはない事項である。この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所

は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示

す。 

1 適用範囲 

この規格は，空冷式エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプの能力及び効率の定格値を求める

ための運転性能試験，標準試験条件及び試験方法について規定する。 

この規格は，次の機器に適用する。 

－ 冷暖切替マルチ形エアコンディショナ及び冷暖同時マルチ形エアコンディショナ。これらのマルチ形

機器（マルチシステムともいう）には，室内側送風機をもつ直吹き形及び／又はダクト接続形室内ユ

ニット，及び室内側送風機のないものを含む。 

この規格は，次のものに限定し適用する。 

－ 住宅用，商業用及び工業用の分離形エアコンディショナ及びヒートポンプ 

－ 工場で製作し，電気で駆動し，かつ機械的な圧縮機構を用いるもの 

－ 室外ユニットが，2 段階以下の制御の圧縮機を一つ以上もつ室外ユニットを用いた単一及び複数冷凍

サイクルの分離形機器 

－ 能力を 3 段階以上に変える一つ以上の可変速圧縮機又は圧縮機の組合せ選択を用いた単一冷凍サイク

ルの分離形機器 

これらの分離形機器は，一つ以上の室外ユニット及び単独運転用に設計された二つ以上の室内ユニット


